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あ
ぜ
道
だ
よ
り

　

こ
の
２
月
１
日
県
民
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
「
明
日
の
長

野
県
農
業
を
担
う
若
人
の
つ
ど

い
」
に
お
い
て
、
飯
水
農
業
青

年
ク
ラ
ブ
協
議
会
の
代
表
と
し

て
意
見
発
表
を
し
た
大
日
方
あ

や
さ
ん
が
見
事
、
最
優
秀
賞
と

し
て
県
知
事
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

発
表
内
容
は
「
ぼ
く
ら
の
Ｇ

Ｗ
二
日
間
戦
争
」
と
題
し
、
い

い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
で
焼
き

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
販
売
を
し
て
い

る
時
に
、
自
分
た
ち
の
シ
ャ
イ

な
部
分
を
克
服
し
、
自
分
た

ち
が
作
っ
た
農
産
物
を
自
信
を

仲間と一緒に楽しく

も
っ
て
売
ろ
う
と
考

え
た
内
容
を
発
表

し
、
前
年
の
ク
ラ
ブ

員
の
発
表
に
続
く
連

続
の
知
事
賞
で
Ｖ
２

の
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　

下
高
井
農
林
高

校
を
卒
業
後
は
農
業

大
学
校
に
進
み
、
現

在
は
木
島
平
村
農

業
振
興
公
社
に
勤

務
し
、
家
は
母
豚
肥

柳
原
地
区
集
落
営
農
の
あ
ゆ
み

大日方 あや さん
小沼（常盤）

育
を
行
っ
て
い
る
専
業
農
家
で
、

専
ら
の
農
業
娘
と
見
受
け
ま
し

た
。

　

理
由
は
と
聞
く
と
机
に
座

り
っ
ぱ
な
し
で
す
る
仕
事
よ
り

体
を
動
か
し
て
い
た
ほ
う
が
性

に
合
う
と
笑
っ
て
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

公
社
に
入
社
と
同
時
に
今
の

青
年
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
、
仲
間

と
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。　

　

最
後
に
お
願
い
さ
れ
た
の
は
、

菜
の
花
ま
つ
り
で
一
緒
に
や
っ
て

も
ら
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
青

年
ク
ラ
ブ
で
一
緒
に
活
動
で
き

る
仲
間
を
増
や
し
た
い
事
、
と

意
欲
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
に
と
っ
て

集
落
営
農
や
法
人
化
は
、
農
業

従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
が
進

む
中
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の

継
続
や
農
地
保
護
の
た
め
に
、

期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

☆
集
落
営
農
と
は

　

集
落
営
農
と
は
、
集
落
な
ど

地
縁
的
に
ま
と
ま
り
の
あ
る
地

域
に
お
い
て
、
農
家
の
話
し
合

い
に
よ
っ
て
共
同
化
に
つ
い
て
の

合
意
に
よ
り
行
う
生
産
活
動
を

い
い
ま
す
。

　

集
落
ぐ
る
み
で
効
率
的
・
計

画
的
農
地
の
集
積
、
個
人
で
は

困
難
な
大
型
機
械
の
購
入
、
施

設
の
共
同
利
用
や
農
作
業
の
分

担
な
ど
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

集
落
営
農
で
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
は
「
集
落
の
合
意
づ
く
り
」

で
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
を
選
出
し

集
落
全
体
が
参
加
で
き
る
体
制

が
重
要
で
す
。
○
委
員
会
を
設

立
○
現
状
把
握
○
合
意
形
成
○

役
員
組
織
の
決
定
○
営
農
計
画

の
作
成
な
ど
に
つ
い
て
、
リ
ー

ダ
ー
を
中
心
に
と
こ
と
ん
議
論

す
る
事
が
大
切
で
す
。

　

な
お
、
任
意
組
織
で
あ
る
集

落
営
農
を
組
織
化
し
た
「
特
定

農
業
団
体
」、法
人
化
し
た
「
特

定
農
業
法
人
」
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

　
　

☆
農
業
法
人
と
は

　

集
落
営
農
を
よ
り
効
率
的

に
、
安
定
的
な
経
営
体
と
し
て

永
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
任

意
組
織
と
し
て
の
集
落
営
農
か

ら
、
よ
り
成
熟
度
の
高
い
法
人

に
発
展
さ
せ
る
事
が
で
き
ま
す
。

事
業
と
し
て
農
業
を
営
む
法
人

を
農
業
法
人
と
い
い
ま
す
。

　

法
人
化
に
よ
り
、
対
外
信
用

力
の
向
上
、
税
制
面
、
資
金
融

資
な
ど
で
優
遇
さ
れ
、
生
産
・

経
営
面
で
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。   

飯
山
市
農
業
の
課
題
３

「
集
落
営
農
と
農
業
法
人
」

　

☆
「
外
様
営
農
組
合
」　

　
　

  

発
足
へ

　

外
様
地
区
で
は
19
年
11
月
25

日
に
集
落
営
農
組
織
「
外
様
営

農
組
合
」
の
設
立
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
従
来
か
ら
あ
っ
た

地
元
の
外
様
耕
作
組
合
協
議
会

を
基
本
に
任
意
の
組
合
と
し
て

設
立
さ
れ
、
当
面
は
共
同
発
注

や
経
理
の
一
元
化
等
を
進
め
て
い

く
計
画
で
す
。

・
加
入
組
合
員
数　
二
四
六
名

・
水
田
面
積  

約
一
二
〇
ｈａ

活
躍
す
る

◎
11
月
26
日
に
木
島
の
「
坂
井

芋
」
が
長
野
県
の
「
信
州
の
伝

統
野
菜
」伝
承
地
認
定
を
受
け
、

木
島
里
芋
研
究
会
に
認
定
証
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
に
市
農
業
委
員

会
で
は
農
業
振
興
を
目
的
に
毎

年
選
ぶ
市
農
業
賞
を
、豚
肉「
み

ゆ
き
ポ
ー
ク
」を
生
産
す
る「
み

ゆ
き
ポ
ー
ク
生
産
友
の
会
」
に

贈
り
ま
し
た
。

◎
11
月
24
日
に
第
9
回
「
全
国

米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー

ル
」
総
出
品
数
二
○
一
三
検
体

の
内
、
総
合
部
門
で
金
賞
（
15

人
）
に
は
鈴
木
和
夫
さ
ん
（
常

盤
）、金
崎
隆
さ
ん
（
大
田
）
が
、

特
別
優
秀
賞
（
24
人
）
に
は
宮

沢
宝
さ
ん
（
太
田
）
が
受
賞
し

ま
し
た
。

◎
２
月
１
日
に
県
農
政
部
が
主

催
し
た
「
明
日
の
県
農
業
を
担

う
若
人
の
つ
ど
い
」
で
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
演
示
発
表
の
部
で

飯
水
農
業
青
年
ク
ラ
ブ
協
議
会

の
大
日
方
あ
や
さ
ん
（
常
盤
）

の
発
表
が
最
優
秀
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
方
々
の
活
躍
は

い
ず
れ
も
、
今
後
の
飯
山
市
の

農
業
や
農
業
従
事
者
に
対
し
て

も
大
き
な
活
力
や
自
信
を
与
え

て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

集落営農

農業法人

一般農業法人 農業生産法人
（農地を使用しない） （農地を使用する）

農事組合法人
　会社法人

農事組合法人
　会社法人

　　

☆
「
柳
原
営
農
組
合
」　

　
　

か
ら
農
事
組
合
法
人

　

  

「
や
な
ぎ
は
ら
」
へ

　

平
成
14
年
に
発
足
し
た
柳

原
営
農
組
合
で
は
、
よ
り
効

率
的
・
安
定
的
な
経
営
体
を

目
指
し
て
、
16
年
に
は
将
来
、

法
人
化
を
目
ざ
す
団
体
と
な

る
た
め
に
特
定
農
業
団
体
と

な
り
、
19
年
12
月
８
日
に
は

農
事
組
合
法
人
「
や
な
ぎ
は

ら
」
の
設
立
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

・
加
入
組
合
員
数　
二
二
五
名

・
水
田
面
積　
　

約
八
一
ｈａ

　

国
の
農
業
政
策
に
も
と
づ
き

柳
原
地
区
で
は
昭
和
49
年
よ
り

第
二
次
農
業
構
造
改
善
事
業
が

始
ま
り
、
柳
原
水
稲
耕
作
組
合

は
大
型
機
械
に
よ
る
水
稲
作
業

の
受
託
を
積
極
的
に
展
開
し
て

き
ま
し
た
。
農
業
の
生
産
性
向

上
に
寄
与
し
な
が
ら
平
成
３
年

か
ら
は
水
稲
省
力
化
栽
培
に
も

取
り
組
み
、
市
内
で
の
指
導
的

役
割
を
担
う
組
織
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
農
業
環
境
は
兼
業

化
や
女
性
主
体
の
農
業
、
少
子

高
齢
化
・
後
継
者
不
足
及
び
農

産
物
価
格
の
低
迷
が
続
き
、
次

第
に
遊
休
農
地
が
増
え
、
作
業

受
託
だ
け
で
な
く
農
地
の
全
面

委
託
ま
で
望
む
声
が
寄
せ
ら
れ

る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
９
年
設
置
さ

れ
た
飯
山
市
農
地
保
有
合
理
化

セ
ン
タ
ー
旭
町
地
区
推
進
委
員

会
に
お
い
て
、
地
域
農
業
の
持

続
的
発
展
を
可
能
に
す
る
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
目
指
す
事
に
な

り
ま
し
た
。「
先
人
が
苦
労
し

て
守
っ
て
き
た
農
地
を
、
現
在

の
我
々
が
よ
り
有
効
活
用
を
図

り
子
々
孫
々
ま
で
立
派
に
伝
え

て
い
く
使
命
が
あ
る
」
と
の
理

念
を
い
だ
き
、
集
落
リ
ー
ダ
ー

を
中
心
に
し
て
先
進
地
視
察
や

集
落
懇
談
会
を
数
多
く
重
ね
、

大
規
模
農
家
や
個
人
営
農
に
偏

ら
ず
、
地
区
全
体
で
営
農
を
支

え
て
い
く
集
落
営
農
経
営
体
の

方
向
に
意
志
統
一
さ
れ
平
成
14

年
２
月
、
柳
原
営
農
組
合
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
年
、
農
業
情
勢
は
混
迷
が

続
き
先
々
の
見
通
し
が
た
た
な

い
現
状
で
す
。
柳
原
地
区
で
は

地
域
農
業
の
受
け
皿
と
し
て
さ

ら
に
安
心
し
て
水
田
経
営
を
任

せ
ら
れ
る
組
織
が
な
い
か
と
研

究
を
重
ね
な
が
ら
、
Ｊ
Ａ
・
行

政
・
関
係
機
関
の
多
大
な
ご
支

援
を
頂
き
、
平
成
19
年
12
月
に

農
事
組
合
法
人「
や
な
ぎ
は
ら
」

と
し
て
、
対
外
的
信
用
力
が
向

上
し
た
組
織
へ
転
換
し
ま
し
た
。

今
後
は
次
第
に
農
地
の
全
面
委

託
化
が
想
定
さ
れ
、
オ
ペ
レ
ー

タ
ー（
栽
培
管
理
作
業
従
事
者
）

の
確
保
・
育
成
が
大
き
な
課
題

に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

収
益
基
盤
の
強
化
が
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
今
日
、
一
層
の
省

力
化
と
高
品
質
化
を
目
指
し
、

地
域
の
特
産
物
を
用
い
た
加
工

品
の
開
発
等
を
視
野
に
、
平
成

20
年
度
は
灌
水
直
播
機
２
台
、

乾
燥
機
１
台
を
導
入
し
、
地
域

農
業
の
担
い
手
と
し
て
活
動
し

て
い
く
予
定
で
す
。

おびなた

飯
山
の
農
業
者

柳
原
・
外
様
で
新
し
い
動
き


